
 
MEITETSU NEWS RELEASE 

23-12-22 
 

スマートフォンを使ったデジタルチケットのタッチ認証による 

バス乗降の実証実験を実施 
 

名古屋鉄道は、春日井市や国立大学法人東海国立大学機構などと構成する「高蔵寺スマート

シティ推進検討会」において、国土交通省総合政策局の「令和5年度日本版MaaS推進・支援事

業」として、当社が提供する「CentX webチケット」の機能を活用し、デジタルチケットのタッチ認証

による、かすがいシティバス乗降の実証実験を 2024年 1月 9日から 2月 9日まで実施します。 
 

「CentX web チケット」において発売している現在のデジタルチケットは、バス乗務員によるスマ

ートフォン画面の確認を行っていますが、本実証実験ではバス車内に設置された専用のタッチプレ

ートにスマートフォンをタッチすることにより、有効なデジタルチケットかどうかを判別します。 
 

なお、春日井市にて同時期に行われる実証の全体については、高蔵寺スマートシティ推進検討

会の共同発表をご参照ください。 
 

詳細は下記のとおりです。 

 

記 

1. 実施期間 
 

2024年 1月 9日（火）～2月 9日（金） 
 

2．利用方法 

専用アプリ「move!かすがいタッチ」をダウンロードしタッチ認証対象の乗車券を購入の上、 

バス車両内のタッチプレートの「読み取りマーク」に端末をタッチして乗降車できます。 
※専用アプリの利用は、「NFC タグ認証機能」対応の端末が対象です。 

※専用アプリは 12月 27日（水）に Google Playおよび App storeでの公開を予定しておりダウンロードは 

無料です。 
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3. 対象乗車券 

   かすがいシティバス 

 大人 小児 対象者限定 
（75歳以上、運転免許返納者、妊婦限定） 

１回乗車券 200円 100円 100円 

１日乗車券 450円 250円 250円 

１ヵ月定期券 

（はあとふるパス） 
2,000円 1,000円 1,000円 

回数券（100円券×6枚） 500円 ― 

     ※対象者限定の乗車券、定期券は降車時に、デジタルチケットの認証のほか、各種証明書（かすがい 

シティバス高齢者カード、かすがいシティバス運転免許自主返納者カード、かすがいシティバスマタ 

ニティカード）を運転士に提示する必要があります。 

 

4. 検証内容 

乗車および降車時の位置、日時データを記録することで、利用者の乗降バス停を判別し、有 

効な移動データの取得が可能かを検証します。加えて、バス乗車時に利用者に対し、特典とし 

て商業施設のデジタルチケットを発行することにより、地域活性化につながる回遊施策としての 

効果を検証します。 

 

5. 特典 

 (1)専用アプリダウンロード時 

初回登録特典として、「タッチ認証対象かすがいシティバス１日乗車券」を配布します。 
※受け取りにはメールアドレスが必要です 

  

  （2）バス乗車時 

バス車両内のタッチプレートにタッチすることで、「アピタ・サンマルシェ特定店舗で使える 

特典利用チケット」を CentX webチケットにて配布します。下記の対象施設で利用できます。 

     ①アピタ高蔵寺店：100円相当の品物引換 

     ②名鉄クリーニング高蔵寺店：100円割引券 

     ③ファゼンダ：100円割引券 

      ※詳細なご利用方法はデジタルチケット券面にてご確認ください。 

  

6. モビリティポートによる移動利用促進および CentX との連携 
 

  本実証期間中、大日本印刷株式会社が提供する「DNPモビリティポート」 

が高蔵寺駅および高蔵寺ニュータウン内の商業施設・病院等合計 6カ所に 

設置されます。モビリティポートにて、オンデマンド乗合タクシーや、電動 

シェアサイクル、電動車イスを予約した方に、「アピタ・サンマルシェ特定 

店舗で使える特典利用チケット」を CentX webチケットにて配布します。 
 

 

 

 

※モビリティポートについてはこちらをご覧ください。 

 https://www.dnp.co.jp/news/detail/10160894_1587.html 

         

以 上 

本件は、名鉄グループ中期経営計画「Turn-Over2023 ～反転攻勢に向けて～」（2021～2023 年度）

の重点テーマに掲げる「交通事業の構造改革」および「DXの推進」の一環として取り組むものです。 
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